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翻訳の問題点の自動発見

の研究 

調査研究実績 

の概要 

 翻訳ソフトを改良する時、訳の品質を採点することが重要になる。人間が採点すると

時間がかかるので、自動で採点するソフト（翻訳自動評価法）が用いられる。世界的に

は、IBMの考案した BLEUという翻訳自動評価法が用いられるが、英語と日本語のよう

に、まったく違う語順の言語の間の翻訳では、BLEUの点数が人間の評価と合わないこと

が知られており、磯崎の提案した RIBES(ライビーズ)が用いられている。RIBESは語順を

重視した採点を行う。 

しかし、日本語には語順に自由度がある。「太郎は大阪でお好み焼きを食べた。」を

「大阪で太郎はお好み焼きを食べた。」と言ってもよい。RIBESはこのような言い換え

に対応しておらず、低い点をつけてしまうという問題がある。 

この問題を解決するため、昨年度の独創的研究助成費では、日本語訳を RIBESで自動的

に採点する際に利用する「参照訳（人間が作ったお手本の訳）」から他の語順の文を自

動生成する方法を考案した。この方法を使うと、「太郎は大阪でお好み焼きを食べ

た。」というお手本の訳から「大阪で太郎はお好み焼きを食べた。」などの別の語順の

文が自動生成できる。 

ただし、「太郎は花子から電話を受けた後にスマホを買った。」を「太郎は電話を受け

た後に花子からスマホを買った。」と言い換えると、意味が変わってしまう。したがっ

て、語順を入れ替える場合、意味が変わらないように注意しなければならない。 

この問題に対して、昨年度は、語順を入れ替えても問題がない範囲での入れ替え方法を

考案し、機械翻訳ワークショップ WMT-2014で磯崎が発表した。しかしこの手法は、制約

が強すぎて、ごく一部の文にしか別の語順が生成できなかった。 

そこで今年度は、もっと色んな語順を生成できるように、まったく違う手法を試した。

この新しい手法は、自動生成した新しい語順の文を係り受け解析して、元の文と違う係

り受け関係になる文を除去するという方法である。 

これにより、昨年度の手法よりもずっと多くの参照訳に別の語順を生成することができ

た。去年は８割の文に対して別の語順を生成できなかったが、今年度は、８割の文に対

して別の語順を生成できるようになった。その結果、人間の評価にさらに近づけること

ができた。これを磯崎がWMT-2015で発表した。 
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